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論 文 内 容 の 要 旨

過酸化水素 (H 20 2) の存在のもとでサイ トクローム C を特異的に酸化する- ム蛋白性の酵素ペルオキ

シダーゼは原核生物の Pseudom o n a s,Thiobacillusにおいて知 られ, 真核生物ではパン酵母, アメ- /Iに

おいて報告 されているに過 ぎない｡

申請者の主論文は, 原生動物 ･織毛虫類の Tetrahymenapyrlformisを用い, この酵素が ミトコン ド

リアの内膜 ･外膜の特定の部分に局在 していることを電子頗徴鏡を用いる超局所化学的手法 と生化学的方

法 とを併用 しつつ確かめたものである｡

Benzidineと H202の混液がペルオキシダーゼによって有色物質を生ずることは古 くから知 られ, すで

に1900年代のはじめから光顕による局所化学に応用 されている｡ 生産物は有色であると同時に electron-

denseであるため1960年頃から電顕による超局所化学にも取 り入れられ酸化酵素の局在の研究に用いられ

た｡1966年 Karnovskyらが 3,3′-diamino-benzidine(DAB)を用い西洋 ワサ ビのペルオキシダーゼ活性

の検出に好結果を得たのと期を同じくして, 申請者 らは DAB法をカタラーゼ, サイ トクロームオキシダ

ーゼの検出に用いる方法の開発に努力した. 研究は Seligman,NovikofE の研究 と雁行 して進められ, そ

の独 自の発展の足跡は申請者の参考論文の系列によって示 されている0

DABは- ム鉄をふ くむ種々の酸化酵素, 紫外線, さらにはサイ トクロームによっても同様な反応を示

す ことがあるので細心の注意を要する, 申請者は生化学的方法の併用 と 3-amin0-1,2,4-triazolによる

カタラーゼ阻害, 熱処理, KCN,NaN3,methylnitroferricyanideによるペルオキシダーゼ阻害等をくみ

合せ, Tetrahymenaの ミトコン ドリアの膜部に局在するものが, まさにサイ トクロームペルオキシダー

ゼであることを結論 している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

生体内の化学物質の局在をその微細構造 との関連において決定することはきわめて困難 な課題である｡
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申請者は多年にわたって酸化酵素の局在性を証明するのに適当と思われるDAB法の技術面の開発, 改良

に努めて来ており, 本論文の主題に関する結論の信頼性は高いものと思われる｡ 申請者の知見は真核生物

における最初のものではないけれども原生動物中ではかなり高度に進化した織毛虫に関する最初の確実な

知見であり, 申請者自身も目指しているような生物細胞の代謝型式の系統発生的, 個体発生的な分化の問

港, とくにそれにかかわる細胞内小器官 Organellaの役割等に関する研究に確実な一歩をふみ出したもの

と思われる｡

問題の解決のためには原生動物のさらに多 くの成員についての検索, ミトコソドリア自体の genesisの

問題, ベルオキシゾ- ムとの関係等, 多くのものが将来に残されているとはいえ, 申請論文のあつかって

いる主題に関して研究の進め方, 論文の型式, 論理は充分周到明快であり, 生物学上きわめて興味あり,

重要であると考えられるところの研究結果に対する信頼性は高い｡

よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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